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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

（２）論文

1 共著
Journal of Evolutionary
Biology. 30(6): 1110-
1123.

 MATSUBAYASHI
KW., TI. KOHYAMA,
N. KOBAYASHI, S.
YAMASAKI, M.
KUWAJIMA, & H.
KATAKURA

2017

2 共著
Elytra, Tokyo. 7(1): 21-
23.

KOBAYASHI N.,＆ M.
ÔHARA

2017

（３）学会発表

1 共同発表
日本甲虫学会　第8回大
会

大原昌宏・小林憲生 2017/11/25

2 共同発表
日本甲虫学会　第8回大
会

小林憲生・稲荷尚記・
大原昌宏

2017/11/26

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2016.4-2019.3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.4-9

2 2017.10-2018.3

3 2017.4-9

4 2018.1

5 2017.4-9

（２）演習

1

（３）実習

1 2017.10-2018.3

（４）論文指導

1

Preliminary Report of Host Plants of a
Supralittoral Beetle, Cercyon (Cercyon)
tolfino (Coleoptera, Hydrophilidae) in
Canada.

海浜性ケシガムシ類の食性の種間比較

研究名、研究代表者・研究分担者の別

日本列島及び日本海成立過程が海浜性昆虫の
分布形成に与えたインパクト(研究代表者）

スタートアップセミナー①② 円滑な学生生活が送れることを意識した授業を行った

生物学①② 教養としての生物学の講義を行った

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

生命を科学する①② 「生命」を様々な角度から理解することを目標とした講義を行った

無し

進化生物学

博士（理学）

1992年北海道教育大学卒業、1994年静岡大学大学院農学研究修士課程修了、2000年北海道大学理学研
究科博士後期課程修了

2002年-2006年　日本学術振興会　特別研究員
2006年-2011年　北海道大学総合博物館　資料部研究員
2011年-現在　埼玉県立大学　共通教育科　准教授

日本動物学会、日本昆虫学会、日本進化学会、日本甲虫学会（編集委員）

Genetic divergence with ongoing gene
flow is maintained by the use of different
hosts in phytophagous ladybird beetles
genus Henosepilachna.

海辺に生きる～海浜性・海岸性の甲虫た
ち～

該当なし

競争的資金等の名称

基盤C研究

生物学実験 学生の理解や指向性・自主性を考慮したうえで、学生実験を行った

該当なし

遊びと生活環境の科学 科学に対する興味・関心を抱かせることを目標とした授業を行った

該当なし

分子細胞生物学 進化的な観点に基づいた講義部分を担当した



（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1 埼玉県立大学　他 2017.11.25

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2013.12-現在

2 2011.4-現在

3 2017.4-現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

4

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1 日本昆虫学会 2017.9

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

越谷市 環境審議会　専門委員

該当なし

該当なし

欧文誌編集委員

子ども大学こしがや・まつぶし はてな学　環境科学教室

埼玉大学 遺伝子組換え実験安全委員会

日本甲虫学会

教養科目担当者会　会長

Entomological Science Award 2017
論文タイトル： Ground crickets singing in volcanic warm ‘islets’ in snowy winter: their
seasonal life cycles, photoperiodic responses, and origin. Entomological Science. 19:
416-431.
著者：MASAKI S., M. SOMA, H. UBUKATA, H. KATAKURA, R. ICHIHASHI, Z. HE, N.
ICHIJO, N. KOBAYASHI, & M. TAKEDA

該当なし

共同実験管理部会　部会員

該当なし

共通教育科　会計係

奨励研究部会　部会員


